


日 本 歯 科 大 学 新 聞 （ 2）第６３３号2016年（平成28年）２月２９日

村上一枝先生のボランティア活動は
高校英語教科書の教材となった

モ
ン
ゴ
ル
健
康

科
学
大
学
の
一

行
が
、
二
月
十
七
日
に
生
命

歯
学
部
を
訪
れ
た
。

　
来
校
し
た
の
は
、
同
大
学

の
前
歯
学
部
長
で
、
副
学
長

に
就
任
し
た
ア
マ
ル
サ
イ
ハ

ン（Prof. B.A
m

a rsaikhn)

教
授
と
、
ア
リ
ユ
ン
ト
ル（Dr.

A
riutuul

）歯
学
部
長
、
オ
ト

ゴ
ン
ボ
ル
ド（Dr.Otgonbold

）

歯
科
病
院
長
や
、
研
修
医
と

学
生
た
ち
十
七
名
で
あ
る
。

　
十
七
日
の
朝
、
飯
田
橋
駅

に
到
着
し
た
一
行
は
、
生
命

歯
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
に
中
原

泉
理
事
長
・
学
長
を
表
敬
訪

問
し
た
。
歓
談
の
あ
と
、
学

生
た
ち
は
、
学
生
部
長
の
南

雲
保
教
授
、
同
副
部
長
の
波

多
野
泰
夫
准
教
授
や
本
学
学

生
ら
の
案
内
で
、
生
命
歯
学

部
の
各
施
設
を
見
学
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
波
多
野
准
教

授
と
柳
井
智
恵
教
授
、
本
学

の
研
修
医
た
ち
が
、
附
属
病

院
内
を
案
内
し
た
。

　
モ
ン
ゴ
ル
健
康
科
学
大
学

は
、
同
国
唯
一
の
国
立
医
療

系
大
学
で
一
九
四
二
年
設

立
、
本
学
と
は
二
〇
〇
五
年

に
姉
妹
校
協
定
を
締
結
し

た
。副学長・歯学部長ら来校

︵
上
写
真
︶
中
原
泉
学
長
（
後

む
き
）
ら
、
本
学
関
係
者
と
歓

談
す
る
モ
ン
ゴ
ル
大
の
歯
学
部

長（
正
面
中
央
の
女
性
）
た
ち

︵
下
写
真
︶
附
属
病
院
で
学
生

た
ち

戸
谷
准
教
授
︵
新
　
　
潟

口
腔
外
科

︶

ベ
ト
ナ
ム
で
医
療
支
援

　
二
月
十
五
日
の
午
後
六
時

十
五
分
か
ら
、
新
潟
生
命
歯

学
部
ア
イ
ヴ
イ
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
ベ
ト
ナ
ム
医
療
支
援

の
参
加
報
告
会
が
開
催
さ
れ

た
。「
ベ
ト
ナ
ム
ベ
ン
チ
ェ

省
に
お
け
る
口
唇
口
蓋
裂
児

へ
の
医
療
支
援
に
参
加
し

て
」
と
題
し
て
、
新
潟
病
院

口
腔
外
科
の
戸
谷
収
二
准
教

授
が
、
昨
年
十
二
月
二
十
三

日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
参
加

し
た
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て
報
告
し
た
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

口
唇
口
蓋
裂
な
ど
の
先
天
的

な
疾
患
を
有
す
る
方
々
へ
の

医
療
活
動
、
技
術
指
導
、
学

術
調
査
に
よ
っ
て
、
ベ
ト
ナ

ム
へ
の
援
助
を
行
う
こ
と
を

目
的
に
、
特
定
非
営
利
法
人

日
本
口
唇
口
蓋
裂
協
会
が
実

施
し
て
い
る
。

　
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

は
、
日
本
各
地
か
ら
口
唇
口

蓋
裂
を
専
門
と
す
る
大
学
関

連
の
医
療
機
関
か
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
、
本
学
を
含

む
九
大
学
の
歯
科
医
師
、
医

師
、
看
護
師
、
学
生
四
十
八

名
が
参
加
し
、
三
チ
ー
ム
に

分
か
れ
四
十
一
例
の
手
術
を

実
施
し
た
こ
と
な
ど
が
、
戸

谷
准
教
授
か
ら
報
告
さ
れ
た
。

日
本
歯
科
大
学
新
聞  

創
刊
号
か
ら

　
本
会
で
は
、
日
本
歯
科
大
学
創
立
六
十

周
年
を
記
念
し
て
、
五
十
年
前
の
昭
和

四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
六
月
に
、『
日

歯
大
新
聞
に
み
る
日
本
歯
科
大
学
の
戦
後

20
年
』
を
編
纂
・
発
行
し
た
︵
下
・
写

真
︶。
一
八
八
号
ま
で
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

版
だ
が
、
創
刊
号
と
二
号
は
散
逸
し
、
同

記
念
冊
子
に
は
収
録
で
き
な
か
っ
た
。
し

か
し
同
年
の
七
月
、
清
水
静
雄
教
授
か
ら

本
紙
の
第
一
号
と
二
号
を
寄
贈
い
た
だ

き
、
四
頁
の
追
録
版
と
し
て
復
刻
し
た
。

　
既
報
の
よ
う
に
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
検
閲
を
受
け

た
創
刊
号
等
は
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
図
書

館
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
日

本
で
は
国
会
図
書
館
で
も
閲
覧
で
き
る
。
検

閲
文
書
に
は
、
創
刊
号
は
千
五
百
部
印
刷
さ

れ
た
と
記
さ
れ
て
い
た
。

　
本
紙
三
面
に
創
刊
号
の
紙
面
を
掲
載
す
る

と
と
も
に
、
以
下
に
主
な
記
事
を
抜
粋
す

る
。 

︵
日
本
歯
科
大
学
新
聞
会
︶

ＣＡＲＡコンサート
かけはし

スペシャル２０１６

　
本
学
名
誉
博
士
で
五
十
四

回
卒
の
村
上
一
枝
先
生
が
代

表
を
務
め
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
「
カ
ラ
＝
西
ア
フ
リ

カ
農
村
自
立
協
力
会
」
で
は
、

日
本
国
内
で
も
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

な
か
で
も
毎
年
冬
に
開
催
し

て
い
る
恒
例
の
コ
ン
サ
ー
ト

は
、
今
年
で
十
二
回
目
と
な

る
。
二
月
二
十
八
日
に
東
京

中
央
区
銀
座
三
丁
目
の
十
字

屋
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　
並
木
健
司
氏
の
ギ
タ
ー
演

奏
に
の
せ
て
、
原
田
康
子
さ

ん
の
歌
声
が
響
い
た
。
原
田

さ
ん
は
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
の

「
銀
巴
里
」
の
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
に
合
格
し
、
第
一
回

カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
コ
ン
ク
ー
ル

に
入
賞
。
毎
年
、
マ
リ
共
和

国
農
村
の
女
性
と
子
供
た
ち

へ
の
支
援
の
た
め
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ

て
い
る
。
代
表
の
村
上
先
生

か
ら
は
、「
み
な
さ
ま
の
御

支
援
に
よ
っ
て
こ
ん
な
に
変

わ
り
ま
し
た
」
と
い
う
話
が

あ
っ
た
。

　
　
　*

高
校
英
語
教
科
書
で
紹
介

　
村
上
先
生
の
ア
フ
リ
カ
で

の
支
援
活
動
は
、
文
英
堂
の

文
部
科
学
省
検
定
済
教
科

書U
N

ICO
RN

 EN
GLISH

 
COU

RSEII

に
も
掲
載
さ
れ

た
。
同
教
科
書
は
高
校
二
年

生
用
で
、
二
〇
〇
四
年
に
発

行
さ
れ
て
い
る
。

女
子
学
生
に
寄
す

 

（
鈴
木
四
郎
）

　
敗
戦
に
よ
り
従
来
の
封
建

的
産
物
を
破
砕
し
女
性
に
解

放
の
鐘
を
打
ち
鳴
ら
す
チ
ャ

ン
ス
を
与
え
た
も
の
に
参
政

権
と
男
女
共
学
が
あ
る
。
女

性
が
戦
い
得
た
リ
ボ
ン
で
は

な
い
、
歴
史
が
与
え
た
リ
ボ

ン
だ
が
、
我
が
国
家
族
制
度

の
女
性
の
半
ば
奴
隷
的
地
位

か
ら
、
其
の
思
索
が
日
歯
へ

進
学
し
た
女
子
学
生
の
多
く

は
、
意
識
す
る
と
し
な
い
と

に
関
わ
ら
ず
根
強
く
存
在
し

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
男
子
学
生
の
思
考
が
こ

ん
な
雰
囲
気
を
与
え
た
と
し

た
ら
、
一
考
を
要
す
る
問
題

で
あ
る
。
女
学
生
を
特
殊
化

す
る
傾
向
は
決
し
て
両
者
を

益
し
な
い
。
女
子
学
生
か
ら

反
省
自
覚
し
て
戴
け
ば
喜
ば

し
い
。
日
歯
に
女
子
学
生
の

美
し
き
伝
統
を
生
む
第
一
歩

は
、
組
織
を
も
つ
会
合
で
あ

る
。
真
面
目
な
男
子
学
生
と

理
解
あ
る
学
校
教
授
の
友
愛

を
、
男
子
学
生
の
多
く
は
切

望
し
、
期
待
し
て
い
る
。

　
　
　*

予
防
歯
科
研
究
室
の
設
立
を

望
む

　
終
戦
後
ア
メ
リ
カ
歯
科
学

の
進
出
に
伴
い
予
防
歯
科
が

登
場
し
「
齲
歯
予
防
デ
ー
」

「
口
腔
衛
生
講
演
」「
口
腔

診
査
」
が
行
わ
れ
て
来
た
。

昨
年
行
わ
れ
た
街
頭
「
ム
シ

歯
予
防
デ
ー
」
は
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
み
に
止
ま
っ
て
実
質
的

な
影
響
は
殆
ど
考
え
ら
れ
な

か
っ
た
。
患
者
吸
収
の
為
に

歯
科
医
が
、
開
面
金
冠
の
宣

伝
に
努
め
た
過
去
の
粗
悪
さ

と
さ
し
て
変
り
な
か
っ
た
。

学
校
内
に
予
防
歯
科
室
で
さ

え
存
在
し
て
い
な
い
と
い
う

事
実
が
、
歯
科
学
の
今
日
の

姿
で
あ
り
社
会
医
学
の
達
成

が
殆
ど
空
念
仏
に
終
っ
て
い

る
現
況
を
物
語
る
。
組
織

だ
っ
た
学
問
的
裏
附
け
を

も
っ
て
口
腔
診
査
講
演
が
行

わ
れ
な
い
限
り
、
歯
刷
子
会

社
の
宣
伝
に
終
る
。
即
時
予

防
歯
科
室
を
設
立
し
正
し
い

実
践
方
向
に
学
生
を
導
き
、

社
会
人
に
滲
透
さ
す
歯
科

学
、
社
会
歯
科
学
を
普
及
さ

す
べ
き
で
あ
る
。 

　（
Ｔ
・
Ａ
）

　
　
　*

予
防
歯
科
ニ
ュ
ー
ス

　
米
国
歯
科
医
学
大
会
で

W
.K

nutoon

は
、
予
防
歯

科
医
学
上
弗
化
ソ
ー
ダ
は
有

効
な
働
き
を
な
す
こ
と
を
報

告
し
た
。
氏
が
処
方
の
弗
化

ソ
ー
ダ
を
主
体
と
す
る
も
の

を
十
二
才
以
下
の
子
供
の
歯

に
応
用
し
た
処
、
四
〇
％
齲

歯
を
減
ず
る
こ
と
が
統
計
さ

れ
、
子
供
の
齲
歯
予
防
に
は

最
も
有
望
で
あ
る
と
発
表
さ

れ
て
い
る
。
然
し
所
期
の
成

績
を
得
る
に
は
二
％
の
液
を

一
日
四
回
用
い
、一
ヶ
月
乃
至

二
ヶ
月
続
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。

と
は
ア
メ
リ
カ
な
ら
で
は
。

　
　
　*

学
校
ニ
ュ
ー
ス

　
国
家
試
験
は
五
月
四
日
よ

り
七
日
迄
、
試
験
課
目
︱

保

存
・
矯
正
・
補
綴
・
口
腔
衛
生
・

口
腔
外
科
・
病
理
・
解
剖
の

七
課
目
に
渡
り
学
科
試
験
、

五
月
十
一
日
に
実
地
試
験
が

行
わ
れ
る
。
本
校
か
ら
国
家

試
験
委
員
と
し
て
細
野
、
日

置
両
先
生
が
任
命
さ
れ
た
。

　
本
校
理
事
会
は
次
の
如
く

変
更
に
な
っ
た
。
理
事
長
中

原
實
、
理
事
杉
崎
壽
、
山
口

秀
雄
、
外
部
か
ら
石
川
周

作マ
マ

、
佐
藤
精
。

　
甚
大
な
る
戦
災
を
被
り
し

本
校
病
院
は
現
在
に
至
り
、

更
に
三
病
室
が
完
成
し
本
館

の
第
五
講
堂
の
美
装
な
っ
て

新
鮮
味
を
加
え
、
別
館
一
階

の
解
剖
室
は
完
成
し
た
。

　
二
十
四
年
度
学
部
創
設
の

準
備
は
着
々
と
し
て
進
行
中

で
あ
る
。

　
　
　*

　
遅
す
ぎ
た
感
は
あ
れ
、
本

校
に
於
て
も
学
生
会
新
聞
の

発
刊
を
見
た
。
こ
の
新
聞
を

更
に
発
展
さ
せ
る
た
め
、
意

欲
あ
る
全
学
生
の
投
稿
を
期

待
す
る
。 

（
編
集
室
）

1966年に出版した日本歯科
大学新聞ダイジェスト版

姉
妹
校

姉妹校 モンゴル健康科学大学



（３） 　　　第６３３号日 本 歯 科 大 学 新 聞2016年（平成28年）２月２９日



日 本 歯 科 大 学 新 聞2016年（平成28年）２月２９日 （４）第６３３号

勝
海
教
授（
東
京
保
存

）

日
本
歯
科
医
学
会
会
長
賞
受
賞

新
潟
の
関
本
、五
十
嵐
教
授

歯
科
医
学
会
分
科
会
の
理
事
長
に

　
生
命
歯
学
部
歯
科
保
存
学

講
座
の
勝
海
一
郎
教
授
は
、二

月
二
十
四
日
に
開
催
さ
れ
た
第

九
十
四
回
日
本
歯
科
医
学
会

評
議
員
会
で
、
平
成
二
十
七

年
度
会
長
賞
を
受
賞
し
た
。

　
勝
海
教
授
は
昭
和
四
十
九

年
本
学
卒
業
（
第
六
十
三
回

卒
）、
五
十
三
年
大
学
院
歯

学
研
究
科
修
了
。
日
本
歯
科

大
学
歯
学
会
会
長
を
務
め

る
。
多
年
に
わ
た
り
歯
科
医

学
教
育
に
従
事
し
、
そ
の
向

上
に
貢
献
し
た
功
績
が
今
回

の
受
賞
と
な
っ
た
。

　
新
潟
生
命
歯
学
部
小
児
歯

科
学
講
座
の
関
本
恒
夫
教
授

は
、
日
本
歯
科
医
学
会
専
門

分
科
会
の
日
本
歯
科
医
学
教

育
学
会
の
理
事
長
に
選
出
さ

れ
た
。
関
本
教
授
は
六
十
四

回
卒
で
、
新
潟
生
命
歯
学
部

長
を
務
め
る
。

　
ま
た
歯
科
医
学
会
認
定
分

科
会
の
一
般
社
団
法
人
日

本
歯
内
療
法
学
会
の
理
事

長
に
歯
科
保
存
学
第
一
講
座

の
五
十
嵐
勝
教
授
が
選
出

さ
れ
た
。　
五
十
嵐
教
授
は

六
十
九
回
卒
。

Ｕ
Ｂ
Ｃ
・
Ｕ
Ｗ
へ
の
交
換
学
生

　
本
学
で
は
、
二
〇
一
六
年

度
（
第
二
十
八
回
）
交
換
学

生
を
北
米
西
海
岸
の
Ｕ
Ｂ
Ｃ

と
Ｕ
Ｗ
に
三
月
十
五
日
か
ら

十
九
日
ま
で
派
遣
し
た
。
交

換
学
生
は
両
学
部
の
五
年
生

六
人
で
、
同
行
教
員
は
生
命

歯
学
部
歯
科
補
綴
学
第
二
講

座
の
新
谷
明
一
准
教
授
。

　
本
学
で
は
昨
年
七
月
か
ら

十
二
月
ま
で
、
受
講
者
を
校

友
会
会
員
に
限
定
し
た
「
歯

髄
細
胞
バ
ン
ク
認
定
医
講
習

会
」
を
生
命
歯
学
部
に
お
い

て
開
催
し
た
。

　
既
報
の
よ
う
に
、
患
者
の

歯
髄
細
胞
を
保
管
し
て
将
来

の
病
気
や
ケ
ガ
を
自
分
自
身

の
細
胞
に
よ
っ
て
治
療
す
る

た
め
、
そ
の
ベ
ー
ス
基
地
と

し
て
、
本
学
で
は
昨
年
四
月

に
歯
髄
細
胞
バ
ン
ク
を
設
立

し
た
。
こ
れ
は
さ
ま
ざ
ま
な

細
胞
に
分
化
で
き
る
能
力
を

有
す
る
歯
髄
細
胞
を
、
再
生

医
療
に
活
用
す
る
た
め
の
新

し
い
事
業
で
あ
る
。
ま
た
、

平
成
二
十
五
年
に
公
布
さ
れ

た
「
再
生
医
療
等
の
安
全
性

の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
き
、「
日
本
歯
科
大

学
特
定
認
定
再
生
医
療
等
委

員
会
」
を
設
置
し
、
昨
年
六

月
十
六
日
付
で
厚
生
労
働
大

臣
よ
り
認
定
を
受
け
た
。
同

委
員
会
の
設
置
は
、
私
立
大

学
最
初
と
な
る
。

　
第
一
期
講
習
会（
前
期
）は
、

七
月
八
日
、
十
二
日
、
十
六

日
、
八
月
二
日
の
四
回
、
さ

ら
に
附
属
病
院
の
牛
込
ホ
ー

ル
で
七
月
九
日
に
、
講
習
会

（
後
期
）は
、十
一
月
二
十
六
日
、

十
二
月
二
日
、
六
日
に
生
命

歯
学
部
九
段
ホ
ー
ル
を
主
会

場
に
開
催
し
た
。
八
月
二
日

（
日
）の
第
二
回
講
習
会
は
、

申
込
み
者
が
二
百
名
を
越
え

た
た
め
、
会
場
を
富
士
見

ホ
ー
ル
に
変
更
し
た
。

　
講
習
会
は
毎
回
同
じ
内
容

で
、
お
よ
そ
二
時
間
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
進
行
し
た
。
ま
ず

発
生
・
再
生
医
科
学
講
座
の

中
原
貴
教
授
が
、
歯
髄
細
胞

バ
ン
ク
の
概
要
に
つ
い
て
説

明
し
た
の
ち
、
大
山
晃
弘
准

教
授
（
Ｎ
Ｄ
Ｕ
生
命
科
学
講

座
）
が
、
抜
去
歯
の
処
理
と

送
付
の
技
術
的
な
こ
と
に
関

し
て
解
説
し
た
。
壇
上
で
は

同
講
座
の
豊
村
順
子
助
教
が

ラ
イ
ブ
・
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
豊
村
助

教
は
抜
去
歯
を

鉗
子
で
把
持
し

て
抜
歯
直
後
の

状
態
を
再
現
し
、

実
際
に
抜
去
し

た
歯
の
殺
菌
、

洗
浄
、
保
管
と

い
う
一
連
の
操

作
を
行
い
、
そ

の
手
元
を
動
画

で
撮
影
し
て
、

会
場
の
ス
ク

リ
ー
ン
に
映
写

し
供
覧
し
た
。

　
次
い
で
、
Ｎ

Ｄ
Ｕ
生
命
科
学

講
座
の
石
川
博

客
員
教
授
は
、「
歯
髄
細
胞

バ
ン
ク
に
よ
る
オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
医
療
」
と
題
し
て
、
医

師
の
立
場
か
ら
歯
髄
細
胞
の

全
身
疾
患
へ
の
有
用
性
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

　
ま
た
抜
歯
す
る
前
に
患
者

自
身
に
記
入
し
て
も
ら
う
問

診
票
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

こ
の
問
診
票
は
、
日
本
赤
十

字
社
の
骨
髄
バ
ン
ク
で
使
用

し
て
い
る
書
式
を
基
に
歯
科

の
項
目
を
追
加
し
て
い
る
。

記
入
項
目
に
記
載
さ
れ
た
疾

患
は
多
岐
に
わ
た
る
。
こ
れ

も
歯
髄
細
胞
バ
ン
ク
の
申
込

み
に
必
要
な
手
続
き
と
な
る
。

　
お
わ
り
に
、
中
原
教
授
が

今
ま
で
寄
せ
ら
れ
て
い
る
代

表
的
な
質
問
に
関
し
て
解
説

し
、
毎
回
の
講
習
会
で
は
質

疑
応
答
の
時
間
を
設
け
て
、

参
加
者
か
ら
の
質
問
に
答
え

た
。

　
会
場
受
付
に
は
、
豊
村
助

教
が
デ
モ
で
使
用
し
た
器
具

と
同
様
の
、
抜
去
歯
の
保

管
・
移
送
セ
ッ
ト
で
あ
る
ス

タ
ー
タ
ー
・
キ
ッ
ト
が
展
示

さ
れ
、
参
加
者
た
ち
は
実
際

に
手
に
と
っ
て
い
た
。

▼
本
学
創
立
者
の
中
原
市
五

郎
先
生
は
、
慶
応
三
年
五
月

十
五
日
、
信
濃
国
伊
那
郡
下

平
に
生
ま
れ
た
。

▼
西
洋
暦
で
は
一
八
六
七

年
六
月
十
七
日
、
本
年

二
〇
一
六
年
は
数
え
で
生
誕

一
五
〇
年
と
な
る
。

▼
慶
応
三
年
は
、
明
治
天
皇

が
即
位
、
高
杉
晋
作
が
病

死
、
徳
川
慶
喜
が
大
政
奉

還
、
坂
本
龍
馬
が
暗
殺
さ
れ

る
幕
末
最
後
の
動
乱
の
年
。

▼
と
こ
ろ
で
、
文
筆
家
の
坪

内
祐
三
氏
に
『
慶
応
三
年
生

ま
れ
七
人
の
旋つ

む

じ毛
曲ま

が

り
』
と

い
う
著
作
が
あ
る
。
坪
内
氏

は
膨
大
な
資
料
を
駆
使
し
て

靖
国
神
社
の
歴
史
を
描
い
た

好
著
『
靖
国
』
で
も
有
名
だ
。

▼
坪
内
氏
は
慶
応
三
年
生
ま

れ
の
七
人
男
、
夏
目
漱
石
、

宮
武
外
骨
、
南
方
熊
楠
、
幸

田
露
伴
、
正
岡
子
規
、
尾
崎

紅
葉
、
斎
藤
緑
雨
を
と
り
あ

げ
た
。外
骨
は
反
骨
の
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
、新
聞
雑
誌
の
収
集

家
と
し
て
名
を
残
す
。
熊
楠

は
大
英
博
物
館
の
蔵
書
を
教

科
書
に
独
学
し
た
博
覧
強
記

の
粘
菌
学
者
で
あ
る
。

▼
著
作
は
、
世
俗
の
名

利
を
求
め
な
か
っ
た

「
ツ
ム
ジ
曲
が
り
」
七

人
男
た
ち
、
明
治
二
十

年
代
の
動
向
を
描
く
。

同
じ
く
慶
応
三
年
生
の
中
原

市
五
郎
先
生
は
、
そ
の
こ
ろ

医
術
開
業
試
験
に
合
格
、
九

段
下
の
俎
橋
で
開
業
し
た
。

中
原
市
五
郎
先
生 

生
誕
150
年

小
出
助
教（
新 

潟

先
端
研

）

理
工
学
会
優
秀
賞

　
新
潟
生
命
歯
学
部
先
端
研

究
セ
ン
タ
ー
の
小
出
（
風

間
）
未
来
助
教
（
歯
科
理

工
学
講
座
併
任
）
は
、
昨
年

十
月
に
東
京
江
戸
川
区
の

タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
船
堀
で
開
催

さ
れ
た
平
成
二
十
七
年
度
秋

季
第
六
十
六
回

日
本
歯
科
理
工

学
会
学
術
講
演

会
に
お
い
て
、

同
学
会
発
表
優

秀
賞
を
受
賞
し

た
。
受
賞
演
題

は
「
プ
ラ
イ
マ

リ
ー
処
理
し
た

ジ
ル
コ
ニ
ア
と

前
装
陶
材
の
焼
付
界
面
の
Ｅ

Ｐ
Ｍ
Ａ
分
析
（
第
２
報
）
」。

　
小
出
助
教
は
、
歯
科
理
工

学
講
座
の
宮
川
行
男
教
授
と

の
共
同
研
究
に
よ
り
、
昨
年

四
月
開
催
の
第
六
十
五
回
春

季
学
術
講
演
会
に
お
い
て
ポ

ス
タ
ー
発
表
し
た
。

　
写
真
＝
理
工
学
会
優
秀
賞

の
表
彰
状
を
手
に
す
る
小
出

助
教
（
左
）
と
宮
川
教
授

歯
髄
細
胞
バ
ン
ク
の
概
要
を

説
明
す
る
中
原
貴
教
授

大
山
准
教
授
の
解
説
に
従
っ
て
、

壇
上
で
デ
モ
を
行
う
豊
村
助
教

　
東
京
の
口
腔
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
多
摩
ク
リ
ニ
ッ

ク
（
菊
谷
武
院
長
）
で
は
、

本
年
二
月
か
ら
往
診
用
車
輌

を
配
置
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
今
ま
で
の
訪
問
診
療
に

は
、
電
車
や
バ
ス
、
タ
ク

シ
ー
な
ど
を
使
っ
て
い
た

が
、
こ
の
往
診
車
の
導
入

で
、
よ
り
効
率
よ
く
広
範
囲

の
活
動
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
往
診
車
輌
は
八
人
乗
り
の

ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
カ
ー
な
の

で
、
臨
床
実
習
生
や
研
修
歯

科
医
を
同
乗
さ
せ
て
、
訪
問

診
療
の
実
地
研
修
に
も
利
用

で
き
る
。

多摩クリニックに往診車東
京

往診車を前に、左から三代附属病院長、菊谷多摩クリニック
院長、中原貴法人理事、羽村生命歯学部長、沼部法人理事

平成28年度
歯学会大会のご案内

平成28年度日本歯科大学歯学会総会・大会を以下の通り開催いたします。

皆様のご参加を心よりお待ちしております。

●日時：平成28年（2016)６月４日(土）11：00～17：00（予定）
●会場：生命歯学部　８階富士見ホール　１階メモリアルホール

◎メインテーマ

　『近未来，歯科はこう変わる？
　　　　　　　－10年後の歯科臨床を予測する！－』
◎公開シンポジウム

◆基 調 講 演
　「目の前に来た再生医療

歯髄－象牙質再生医療の衝撃！歯の寿命はあと20年延ばせる！」（仮題）

中島 美砂子（国立長寿医療センター研究所）

◆リレー講演
１.「2025年を見据えた歯科保健医療サービスの展望

　　－超高齢化，少子化の影響はどこまで及ぶのか？－」

２.「歯周病・再生医療，10年後の臨床を予測する」（仮題）

３.「補綴・インプラント療法，10年後の臨床を予測する」（仮題）

●�社会情勢の変化、技術の革新は日々スピードを上げ、以前には予想されなかった

状況が、歯科の世界にも起きています。日本歯科大学創立110周年の今年、歯学

会大会では、これからの歯科医療を大胆に予測してみようと、公開シンポジウム

を企画しました。多くの方々のご参加とご討議をお待ちしています。

大会長　岡田 智雄（附属病院総合診療科２）

◎お問合せ

準備委員長　石田 鉄光（附属病院総合診療科４）　TEL 03(3261)4751

新たな歯科医療のカタチ

歯髄細胞バンク認定医講習会

牛
込
ホ
ー
ル
で
の
講
習
会


